
３０.2023 年度 大分県てんかん地域連携体制整備事業活動報告 

 
大分大学医学部付属病院 脳神経外科/医療情報部 松田 浩幸 

 

1.概要 

 大分大学医学部附属病院は、2023 年 10 月 18 日に大分県よりてんかん地域連携体制整備事業におけるてん

かん支援拠点病院の指定を受け、活動を開始した。 

 体制としては、専任コーディネーター1 名（看護師）を新規に雇用、コーディネーターと院内のてんかん専

門医 2 名（小児科・脳神経外科）が中心となって活動を行っている。 

 

2.活動内容 

1)大分県てんかん医療・地域連携協議会 

2024 年 1 月 11 日に 2023 年度第 1 回大分県てんかん医療・地域連携協議会を開催、てんかん地域連会体制整

備事業・てんかん支援拠点病院の事業計画について検討、承認を得た。 

協議会構成員は以下の通り。 

 

  氏名 所属 

1 石田 重信 
あけのメディカルクリニック 理事長・院長 

（一般社団法人大分県医師会） てんかん専門医 

2 岡成 和夫 大分県立病院 小児科 

3 朝倉 豊美 公益財団法人日本てんかん協会大分県支部代表 家族 

4 土山 幸之助 大分県こころとからだの相談支援センター所長 

都道府県 5 林下 陽二 大分県南部保健所所長（大分県保健所会長） 

6 柳井 孝則 大分県障害福祉課課長 

7 松田 浩幸 
大分県てんかん支援拠点病院 

（大分大学医学部附属病院脳神経外科） 
事務局兼委員 

8 小林 修 
大分県てんかん支援拠点病院 

（大分大学医学部附属病院小児科） 

9 佐々木 基子 
大分県てんかん支援拠点病院 

（コーディネーター・看護師） 
事務局 

10 原尻 美幸 大分県障害福祉課精神保健福祉班 参事 

11 山辺 大輔 大分県障害福祉課精神保健福祉班 技師 

 

2)てんかん電話相談窓口 

 コーディネーターによる市民向け電話相談窓口を開設した。 

・相談内容：10 月から 1 月までに 30 件の問い合わせがあり、そのうちてんかん患者および家族からが 26 件

であった。開設当初は、「てんかん支援拠点病院について」や「てんかん専門医にてついて」の問い合わせが

多く（各 9 件）、「治療・検査に関すること」が 13 件、「他医療機関紹介（てんかん外来のある施設）」が 12 件

あった。「医療・福祉に対する不満」や「心理・情緒問題」が各 6 件あった。治療に関する相談のほかに病気

の不安や現在の通院病院の不満、会社での雇用関係なども一緒に相談を受け、単なる医療相談だけにはとどま

らなかった。相談対応時間は 15-20 分が 12 件ともっと多く、30 分を超えるものも 5 件以上あった。相談内容

によって、行政や福祉の窓口をご案内できるよう、各関係機関を訪問し、連携を図っている。行政や福祉関係

からの問い合わせもあり、そこから教育・保育機関への指導につなげることができた。 



 
3)てんかん地域連携・診療体制調査 

 大分県内の各医療機関に、てんかんに対する診療体制や提供可能な

医療についての調査を実施、結果を公表した（進行中、随時更新予定）。

大 分 県 ホ ー ム ペ ー ジ 内 よ り 結 果 を 参 照 可 能 で あ る 。

https://www.pref.oita.jp/soshiki/12500/tenkan-iryoukikan.html 

 

4)啓蒙・啓発活動 

 パープルデーに合わせ、2024 年 3 月 24 日に市民公開講座を開講予

定である。また、前後の期間でライトアップイベントも予定している。 

 

5)その他・連携活動 

・当事業コーディネーターと、その他の相談窓口（例：小児慢性疾患相

談事業）のコーディネーターや相談員で定期的なミーティングを行う

ようにした。情報交換や事例検討を通じて、相談者へのより適切な情報

提供や誘導が行えるようになることを期待している。 

・電話相談事例から、保育園へ出張してミダゾラム口腔用液の使用法

レクチャーを実施した。 

 

3.てんかん診療・診療支援 

 月 1 回の多職種てんかんカンファレンスを開催、主に症例検討を行

っている。カンファレンスはコロナ禍以降、セキュリティ上電子カルテ

表示可能な専用 Web カンファレンスシステムを使用して Web 併用にて実施し、当院だけでなく、県内遠隔地か

らも参加できるようにしている。 

 2023 年（1 月～12 月）のてんかん外科手術件数は 12 件であった。 

 てんかん地域診療支援として、医師派遣により新たにてんかん専門外来を 2 ヶ所に開設した。 

 

4.まとめ 

 2023 年度中の開設となったため、本年度は活動期間が短く、活動実績の収集・記録も十分ではなかった。大

分県は先行して支援拠点病院が開設された他都道府県と比較しててんかん医療資源が充足しているとは言え

ず、今後拠点病院活動を通じて、県内のてんかん医療体制の充実を図っていきたい。 

https://www.pref.oita.jp/soshiki/12500/tenkan-iryoukikan.html

